
あ
　
き

ヤ
）く
ぶ
ん

じ

広
島
。安
芸
国
分
寺
跡

第
一一四
こ

１
　
所
在
地
　
　
　
広
島
県
東
広
島
市
西
条
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
二
次
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
八
月
―
二
〇
〇

一
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
働
東
広
島
市
教
育
文
化
振
興
事
業
団

調
査
担
当
者
　
銀
治
益
生

・
妹
尾
周
三

・
関
広
尚
世

。
中
山
　
学

吉
野
健
志

遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
中
葉
―
一
一
世
紀

木
簡
の
釈
文

・
内
容

安
芸
国
分
寺
跡
は
、
広
島
県
の
西
部
、
西
条
盆
地
の
北
側
段
丘
上
に
位
置
す

る
。
現
在
、
第
二
三
次
調
査
ま
で
終
了
し
、
塔

・
中
門

・
金
堂

・
講
堂

・
僧
房

と
い
っ
た
主
要
伽
藍
の
ほ
か
に
、
国
師
院
や
講
師
院
と
推
定
さ
れ
る
諸
施
設
の

存
在
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

第

一
二
次
調
査
で
は
、
中
心
伽
藍
東
側
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
四
五

一
か
ら
多
量
の
木

製
品
や
墨
書
土
器
が
出
上
し
た
。
木
簡
は
五
〇
点
以
上
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

削
暦
も
認
め
ら
れ
る
。
今
回
は
、
第
二
四
号
で
報
告
し
き
れ
な
か
っ
た
も
の
と
、

整
理
中
に
発
見
さ
れ
た
木
簡
及
び
削
婿
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

7  6  5 4  3

l101  (9)  (8)  (7)  (6)  (5) (4)

」（］
Φ
伽
）
×
ヽ
的
×
ヽ
　
ｏ
Ｐ
Φ

］
卜
ｏ
×

∞
ｏ
×

『
　

ｏ
解
口

含

ω
９

×

６

９

×

卜
　

ｏ
曽

Ｃ

Ｐ
じ

×

令

９

×

∞
　

ｏ
∞
μ

ド
岸
⇔
×

μ
ω
×

］
　

ｏ
い
ド

Ｏ
］
×

Ｐ
『
×

∞
　

ｏ
∞
Ｐ

（
ド
］
枷
）
×
］
ω
×
∞
　
ｏ
∞
Φ

（
Φ
∞
）
×

（
Ｐ
∞
）
×
］

ｏ
∞
Φ

（
Ｐ
Ｐ
ω
）
×
∞
ω
×
∞
　
ｏ
∞
ｏ

岸
ヽ
］
×
］
岸
×
〇
　
〇
∞
Ｐ

日
Ｈ
ＩＩ
Ｈ
日
九
月
十
六
日
日
Ｈ
Ｈ
回
□
□
□

□
　
□
、

□
□
　
　
　
　
□
□
□
　
　
　
」

〔益
万
呂
力
〕

〔依
力
〕
　
　
　
　
　
　
　
〔
日
力
〕

②
　
。
「□
□
□
日
川
回
□
□
□
□
□
□
」

【
八

カ
〕

□
□
□
□
口
　
□
□

。
□
□
　
　
」

。
　

□
□
」

〔
郷
力
〕

「
＜
青
竹
須

一
枚
＜
」

□
□
□
＜
」

「
＜
日
日
日
国

「
＜
口
□

「
＜
口
日
―十
日
□

＜
」

「木
綿
□
岡
ロ
マ
信
」
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「
＜
口
Ｈ
Ｈ
Ｉ十
日
日
□
＜

Π

Ц

「日

世

「
＜
□

□
　
□
」

「葛
木
マ
ロ
足

□
□
　
ｏ
　
□
□
」

〔斗
力
〕

日

回

　
□

。
□
□
□
□
□
口

。
　

□
　
　
□

日
□
□
□
　
□
」

〔子
力
〕

・
□
　
堂
□
□
□
□

・
□
　
　
　
　
□
□

含

∞
じ

×

６

９

×

い
　

ｏ
∞
Ｐ

命

ｏ
］
）
×

Ю
∞
×

］

ｏ
ド
ｏ

囀
ｏ
∞
×

］
Φ
×

∞
　

ｏ
∞
Ｐ

（
Ｐ
Ｏ
∞
）
×

ω
∞
×

∞
　

ｏ
∞
Φ

（
μ
ω
⇔
）
×

や
『
Ｘ

Ｐ
　

ｏ
⇔
Ｐ

Ｇ

じ

×

含

９

×

］

ｏ
∞
Ｐ

含

伽
ｅ

×

含

じ

×

】

ｏ
∞
μ

含

じ

×

含

じ

×

卜
　

ｏ
∞
Ｐ

含

∞
じ

×

含

じ

×
∞
　
ｏ
∞
Ｐ

（
ド
〇
ヽ
）
×

Ｐ
∞
×
∞
　
ｏ
∞
Ｐ

〔
石
木
力
〕

□
□

〔九
斗

五
カ
〕

切

　

□
□
□
升

④
　

挙

命

］
じ

×

合

じ

×

］

ｏ
留

（
∞
Φ
）
×
Ｐ
ｏ
×
］
　
ｏ
∞
四

の

　

野
□

（刻
圭
Ｃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞Ｐ／
］叉
∞
寓
解

⑭
　
　
□
呵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ解

当

釣

　

□
可
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ潔

い

　

謹
白
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ】

〇
〇
滓

①
は
上
部
腐
食
で
長
さ
不
明
だ
が
幅
四
二
ｍｍ
の
大
型
木
簡
で
あ
る
。
日
付
や

人
名
な
ど
を
三
行
に
記
す
。
②
③
は
い
ず
れ
も
文
書
木
簡
か
と
思
わ
れ
る
。
い

も
幅
広
で
あ
る
が
傷
み
が
激
し
い
。
次
に
⑤
ｌ
Ｏ
は
お
お
む
ね
付
札
類
で
あ
る
。

０
の

「
マ
信
」
は
、
「了
信
」
の
可
能
性
も
考
え
て
み
た
い
。
０

「青
」
は

「費
」
の
意
か
。
璽
閑竹
須
」
は
竹
で
美
し
く
編
ん
だ
貨
の
こ
と
か
。
い
は
下

部
を
残
す
。
①
は
天
地
逆
の
可
能
性
が
あ
る
。
９
は
幅
が
三
六
剛
も
あ
る
が
上

端
左
右
の
切
り
込
み
が
深
く
、
や
は
り
付
札
で
あ
ろ
う
。
⑫
は
上
端
圭
頭
状

（推
定
）、
⑬
も
上
端
圭
頭
状
で
下
端
を
尖
ら
す
。
表
面
の
腐
食
が
激
し
い
。

０
ｌ
⑬
は
、
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
判
読
で
き
な
い
。
⑭
は
上

端
部
に
わ
ず
か
に
墨
点
が
残
る
。
裏
面
未
調
整
。
封
絨
木
簡
か
と
思
わ
れ
る
。



こ
れ
と
セ
ッ
ト
に
は
な
ら
な
い
が
、
封
絨
木
簡
状
の
木
製
品

（長
さ
一
一〇
四
ｍｍ

以
上
幅
四
一
ｍｍ
厚
さ
四
ｍｍ
、
〇
三
九
型
式
）
が
も
う

一
点
出
土
し
て
い
る
。
⑮
は

檜
扇
状
の
も
の
で
あ
る
が
穿
孔
は
な
い
。

⑬
以
下
は
原
形
が
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
④
の
回
は

「廣
」

の
可
能
性
が
あ
る
。
∪
は
中
央
部
に
円
孔
が
あ
る
。
的
は
上
端
を
尖
ら
す
形
状

で
あ
る
が
、
文
字
が
切
ら
れ
て
い
る
の
で
二
次
的
加
工
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
⑬

も
上
端
を
尖
ら
す
が
、
同
じ
く
二
次
的
加
工
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
の
の

一
つ
目
の
回
は

「直
」
の
可
能
性
が
あ
り
、
側
の

一酢
え
は

「事
」
、
二
行
二

年
目
は

「米
」
、
三
年
目
は

「綱
」
も
し
く
は

「継
」
な
ど
の
可
能
性
も
あ
る
。

い
は
小
片
だ
が
、穿
孔
が
三
カ
所
あ
り
左
側
面
に
サ
サ
ラ
状
の
切
り
込
み
が
あ
る
。

最
後
に
、
削
層
の
う
ち
多
少
と
も
判
読
で
き
る
も
の
を
ω
ｌ
の
と
し
て
掲
げ

た
。
削
暦
は
ほ
か
に
二
四
点
、
合
計
二
九
点
確
認
さ
れ
て
い
る
。
い

「謹
白
」

は
文
書
木
簡
の
や
り
と
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
文
書
木
簡
や
荷
札
を
た
だ
受

け
取
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
削

っ
て
再
利
用
を
は
か
つ
た
こ
と
は
、
木
簡
そ

の
も
の
の
加
工
痕
か
ら
も
推
測
で
き
る
が
、
削
暦
は
そ
れ
を
如
実
に
示
す
。
ま

た
い

「料
」
は
横
材
を
用
い
て
い
て
帳
簿
の
存
在
を
思
わ
せ
る
。
木
製
品
の
な

か
に
は
、
界
線
を
引
く
た
め
と
思
わ
れ
る
定
規
も
見
ら
れ
、
事
務
的
な
機
能
も

想
定
で
き
よ
う
。

さ
て
以
上
は
、
先
に
報
告
し
た
史
跡
安
芸
国
分
寺
跡
出
土
木
簡
と
全
く
同
じ

遺
構
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
の
水
洗
な
ど
に
よ
つ
て
見
出
さ
れ
た
追

加
史
料
で
あ
る
。
大
型
の
文
書
木
簡
の
ほ
か
、
多
数
の
付
札
や
二
次
的
加
工
が

加
え
ら
れ
た
も
の
、
ま
た
封
絨
木
簡
な
ど
そ
の
性
格
は
類
似
し
て
い
る
。
内
容

的
に
見
て
も
、
①
賀
茂
郡
の
郷
名
の
一
つ

「木
綿
」
を
記
す
付
札
や
、
０

「青

竹
須
」
の
付
札
な
ど
、
物
品
名
で
も
先
の
報
告
に
連
な
る
も
の
が
あ
る
。

安
芸
国
分
寺
の
場
合
、
天
平
勝
宝
二
年

（七
五
〇
）
の
段
階
で

「齋
曾
」
「安

居
」
な
ど
の
法
会
を
始
め
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
本
遺
構
出
上
の
木
簡
や
墨

書
土
器
に
拠

っ
て
先
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
後

「国
師
院
」

「国
院
」
と
記
し
た
墨
書
土
器
や
僧
房
東
隣
の
大
型
建
物
遺
構

（ｓ
Ｂ
六
三

三
）
の
発
見
が
あ
り
、　
三
疋
の
事
務
所
的
な
機
能
も
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
今
回
の
削
暦
な
ど
の
確
認
は
、
そ
の
意
味
で
よ

一
つ
の

成
果
と
い
え
よ
う
。

木
簡
の
検
討
作
業
に
は
、
広
島
大
学
の
西
別
府
元
日
、
奈
良
文
化
財
研
究
所

の
渡
辺
晃
宏

。
馬
場
基

・
山
本
崇
、
東
広
島
市
教
育
委
員
会
の
妹
尾
周
三
の
各

氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

８
　
関
連
文
献

帥
東
広
島
市
教
育
文
化
振
興
事
業
団

『史
跡
安
芸
国
分
寺
跡
―
出
土
木
簡
と

そ
の
概
要
―
』
（阿
岐
の
ま
ほ
ろ
ば
特
集
号
、
二
〇
〇
一
年
）

同

『史
跡
安
芸
国
分
寺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅳ
Ｉ
第

一
二
次

。
一
三
次
調
査

の
記
録
―
』
（文
化
財
セ
ン
タ
ー
報
二塁
曇
一六
、
二
〇
〇
二
年
）

（渡
邊
昭
人
・
関
広
尚
世
・
佐
竹
　
昭

〈広
島
大
学
し
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